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Ⅰ．緒　　　言

保護者にとって安心・安全な子育て環境づくりは，
「健やか親子21（第２次）」の継続課題でもあり，地
域全体での子どもと保護者を支援する体制が必要と
なる1）。
これまで地域を視点とした子育て支援に関する研究

には，地方に住む母親を対象として，０～４歳になる
までの縦断的な調査の結果，肯定的育児感は子どもの
成長とともに有意に減少し否定的育児行動の増加が示
され，地域型育児支援の必要性を報告した2）。へき地
で乳児を育てる母親を対象とした報告では，近所に
子どもがいないことで子育ての不安が高いと報告さ
れた3）。地方と都市部の看護職者を比較した調査では，
育児サポートとして夫が両群とも最も多く，次いで地
方群では義父母と実父母が有意に高く，その理由とし

て子どもの多さと祖父母と同居していることが影響
しているという報告があり4），へき地における子育て
環境の特徴から地域に即した支援の必要性を説いて
いた。
また母親の育児不安への影響には，ソーシャルサ
ポートとして祖父母など親族サポートがあり，母親が
有職の方が育児不安が低いと報告された5）。まさに子
育て支援者として，祖父母世代の存在は大きいといえ
る。特に，離島などのへき地では祖父母の同居率が高
く，核家族に比べて子どもと関わる時間が確保しやす
いという子育て支援を受けやすい環境であることが知
られている6）。一方，家族形態として全国的に核家族
化が進行し育児の孤独化7）も問題となりつつある現況
下で，実際の祖父母の存在を前提にした地域のサポー
トの再構築は望めない。そこで，従来の祖父母機能を
捉え直し，その代替機能を備えた保護者支援を行うサ
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ポート体制を地域で整えられれば，都市部の核家族世
帯にも有用であると考える。地域のサポートという点
では，コミュニティにおける他者への信頼感が高いほ
ど，母親は子育てを楽しみと感じること8），また，地
域愛着が高いほど居住意識や連帯感が高まり，子育て
の社会化意識を向上させる可能性があること9）を考慮
すると，住民である保護者自身の地域愛着の程度を知
り，その向上を図ることは重要である。さらに，育児
を行う中での自己決定やそれに伴う責任を通して，保
護者としての「生きがい」が形成され自身の生きる目
的が明確になること10）から，保護者の精神的自立度と
育児不安の程度は大いに関連している。これらのこと
から，保護者の地域愛着の程度が高いほど，近所付き
合いが多くなり相談しやすい環境が整えられ，さらに
保護者自身が精神的に自立できることが，育児不安の
低減に結びつくと考える。
そこで本研究では，育児への地域サポートの視点

から，離島に住む保護者の子育て不安に着目し，A
離島に住む１歳６ゕ月児健康診査の対象児をもつ保
護者とその祖父母を対象者とする調査結果に基づき，
地域愛着，精神的自立性との関連性から保護者の育
児不安の特徴と要因について明らかにすることを目
的とした。

Ⅱ．研 究 方 法

１．対　象

長崎県A離島に住む１歳６ゕ月児健康診査の対象
児をもつ保護者とその祖父母。

２．調査期間

平成26年４月～平成27年３月。

３．調査方法

無記名自記式質問紙調査を行った。

４．調査用紙の配布と回収方法

無記名の自記式質問紙（保護者用・祖父母用）を１
歳６ゕ月児健診案内配布時に同封した。回収は毎月の
健診時に随時行った。祖父母が同居またはA離島に
居住している方を対象としていることを文書にて伝え
た。祖父母の回答の回収については，保護者が健診時
に持参もしくは郵送法のいずれかとした。

５．調査項目

（1）属性について

保護者には，家族形態，住まいの状況，子どもの数，
昼間の保育場所，父親の年齢，母親の年齢，就業形態，
健康状況について問い数値化した。祖父母も，保護者
とほぼ同様の項目に育児参加状況を追加した。
（2）育児不安について

育児不安としては，荒巻ら11）が住田ら12）による「育
児不安尺度」を改変して作成した育児感情尺度の下
位尺度「育て方への不安感」を用いた。祖父母に対
しては，「孫育児」として尋ねた。孫育児は，精神的
に良い影響を持つだけでなく，抑うつ・不安などの
悪い影響の両面を持つため13），孫育児における育児
不安として用いた。回答は，「全くない」，「あまりな
い」，「時々ある」，「よくある」の４段階（１～４点）
で求めた。
（3）地域共生意識について

地域共生意識とは，「地域の人々と何かすることで
自分の豊かさを求めたい」といった同時代を生きる
人々と手を携えて生きていこうという意識を指す14）。
設問内容は野﨑の質問項目を参考にした15）。回答は，
「全くあてはまらない」，「あてはまらない」，「あては
まる」，「よくあてはまる」の４段階（１～４点）で
求めた。地域共生意識の９項目に対し，因子分析を
行い７項目とした。因子数を決定する平行分析では，
MAP法もカイザー基準も１因子を提案したため，１
因子とし「地域愛着」と命名した。
（4）精神的自立度について

精神的自立度とは，自分の意思で物事を判断し，自
分の責任で行動できる能力を指す。精神的自立度の問
いは，「目的指向性」４項目と「自己責任性」４項目
から成り立っている。また精神的自立度は，高齢者の
主観的幸福感に影響を与える要因10）である。本尺度作
成過程で対象年齢18歳以上69歳までを対象としている
ことから，本研究では保護者世代にも応用可能と考え
た。回答は，「そう思わない」，「どちらかというとそ
う思わない」，「どちらかというとそう思う」，「そう思
う」の４段階（１～４点）で求めた。
（5）ソーシャルサポートについて

ソーシャルサポートは，地域社会にある家族・親戚，
友人・知人，隣人などインフォーマルな対人関係を示
す16）。本研究ではインフォーマルな対人関係として家
族ぐるみの付き合い人数，留守にする時に頼める人数，

Presented by Medical*Online



　596  小 児 保 健 研 究　

顔を合わせれば挨拶をする人数をソーシャルサポート
の指標とした。

６．分析方法

保護者の育児不安，祖父母の孫育児不安，目的指向
性，自己責任性，地域愛着，ソーシャルサポートの比
較をMann-Whitney 検定で行い，ソーシャルサポー
トと育児不安，目的指向性，自己責任性，地域愛着と
の関連に Spearman 順位相関係数を用いた。さらに保
護者の育児不安を従属変数とし，独立変数に家族形態，
子ども・孫の数，就業形態，ソーシャルサポート，目
的指向性，自己責任性，地域愛着とし，重回帰分析（強
制投入法）を行った。家族形態，父親，母親の就業形
態はダミー変数を用いた。同様に祖父母の孫育児不安
を従属変数とし，重回帰分析を行った。その際，家族
形態，祖父母の就業形態はダミー変数を用いた。解析
の統計ソフトは，IBM SPSS ver22 for Windows を使
用した。

７．倫理的配慮

A離島地域責任者の承諾を得て，対象者に文書に
て本研究の趣旨，研究協力の自由，個人情報の守秘お
よび匿名性の確保，研究結果の公表について説明文を
添付した調査用紙を郵送した。なお調査用紙の返送を
もって同意とすることを明記した。本研究は，研究者
の前任校である長崎県立大学一般研究倫理審査委員会
の承認を得て行った（承認番号215）。

Ⅲ．結　　　果

回答数は，保護者229名中148名（回答率65％），祖
父母66名（回答率29％），尺度において欠損値のある
ものを除いて有効回答は保護者138名，祖父母56名で
あった。

１．調査対象の保護者と祖父母の概要

調査対象とした保護者229名中72％が地元出身者で
あった。保護者の平均年齢±標準偏差は，父親33.4±
5.8歳，母親32.3±4.8歳，祖父母は，祖父62.8±7.8歳，
祖母61.0±7.0歳と50歳代および60歳代が中心の世代で
あった。保護者の家族形態では，核家族55.1％が最も
多く，次に二世代，三世代を含めて35.5％であり，祖
父母は三世代42.9％が最も多かった（表１，２）。保育
所に通っている児は，44.9％であった（表１）。さらに

祖父母の育児参加状況としては，食事の世話57.1％，
風呂入れ，散歩など日常的な世話39.3％，病気の世話
は26.8％が関わっていた（表２）。

２．育児不安に関する保護者と祖父母の比較

育児不安に関しては，保護者が育児不安に関する全
ての項目で祖父母に比して有意に高かった（p＜0.01）。
地域愛着に関しては，保護者より祖父母の方が，「こ
の地域は生活の場としてどんどん良くなる」を除いて，
「今住んでいる地域が好きだ」などの地域愛着の６項
目で有意に高かった（p＜0.05）。目的指向性について
は，４項目中２項目「趣味や楽しみ , 好きでやること
を持っている」，「何か夢中になれることがある」で祖
父母の方が保護者よりも高かった（p＜0.05）。自己責
任性については，４項目すべてで祖父母の方が保護者

表１　保護者の状況
人数 割合

父親の年代

20代 33 23.9%
30代 81 58.7%
40代 16 11.6%
50代 2 1.4%
無回答 6 4.4%

母親の年代

20代 39 28.3%
30代 90 65.2%
40代 8 5.8%
無回答 1 0.7%

家族形態

核家族 76 55.1%
二世代 33 23.9%
三世代 16 11.6%
その他 5 3.6%
無回答 8 5.8%

子どもの数

1人 46 33.3%
2人 59 42.8%
3人 27 19.6%
4人 5 3.6%
5人 1 0.7%

保育場所
保育所 62 44.9%
保育所以外 76 55.1%

住まい形態
一戸建て 89 65.0%
集合住宅 46 33.6%
その他 2 1.4%

父親の就労状態
フルタイム 131 94.9%
フルタイム以外 7 5.1%

母親の就労状態
フルタイム 70 50.7%
フルタイム以外 68 49.3%

あなた自身の健康
はい 137 99.3%
いいえ 1 0.7%
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よりも高かった（p＜0.05）（表３）。

３．ソーシャルサポートに関する保護者と祖父母の比較

家族ぐるみの付き合い人数，顔を合わせれば挨拶を
する人数は，保護者と祖父母で違いはなかった。留守
にする時に頼める人数が，保護者よりも祖父母が有意
に多かった（p＜0.01）（表４）。

４．ソーシャルサポートと地域愛着，育児不安，目的指

向性，自己責任性の関係

保護者は，ソーシャルサポートのすべての項目と
目的指向性，地域愛着で正の相関関係があり，自己
責任性は「家族ぐるみの付き合い人数」を除いて正
の相関があった（p＜0.05）。育児不安は，ソーシャ
ルサポートのすべての項目と負の相関があった（p
＜0.05）。祖父母では，ソーシャルサポートと無相関
であった（表５）。

５．保護者および祖父母の育児不安に関する重回帰分析

育児不安を従属変数とし，独立変数に家族形態，子
ども・孫の数，就業形態，ソーシャルサポート，目的
指向性，自己責任性，地域愛着を用いて重回帰分析を
行った。保護者は，決定係数が0.341（調整済決定係
数0.263）という回帰式が得られた。標準変化回帰係
数（β）では，家族形態0.32，目的指向性－ 0.34が有
意で説明力のある変数といえた（p＜0.01）。祖父母は，
決定係数が0.224（調整済決定係数0.052）という回帰
式が得られたが，有意な回帰式ではなかった。標準変
化回帰係数（β）では，孫の数0.35が有意であったが（p
＜0.05），回帰式が有意でないため影響はないといえ
る。保護者および祖父母ともVIF は1.05～1.78で，す
べての独立変数が２以下を示しており17），多重共線性
は確認されなかった（表６）。

Ⅳ．考　　　察

本研究の保護者は，核家族が５割程度を占めており，
二世代以降の祖父母同居率は３割程度であった。これ
は，都市部を対象とした先行研究で核家族が９割を占
める背景と比較して18），祖父母同居率の高い離島の育
児状況を示している。祖父母は，食事の世話など日常
的な育児に半数以上参加しており，フルタイムではな
い部分的な「支援型」の集団といえる13）。保護者の育
児不安は，祖父母の孫育児不安より高かった。本研究
では，育て方への不安感を育児不安としているため，
祖父母は子育て経験を踏まえた孫育てということで育
て方への不安感は保護者に比して低いと考えられる。
さらに孫の存在が主観的健康感に影響を与え幸福感が
高くなるという先行研究と同様に19，20），本研究の祖父
母は主観的健康度が78.6％と高く，保護者よりも目的
指向性，自己責任性が高いことから，孫育児不安が少
ない集団といえる。特に目的指向性では，「趣味や楽

表２　祖父母の状況
人数 割合

祖父の年代

40代 1 1.8%
50代 11 19.6%
60代 25 44.6%
70代以降 6 10.7%
無回答 13 23.3%

祖母の年代

40代 3 5.4%
50代 14 25.0%
60代 34 60.6%
70代以降 3 5.4%
無回答 2 3.6%

家族形態

核家族 10 17.9%
二世代 19 33.8%
三世代 24 42.9%
独居 3 5.4%

孫の数

1人 8 14.3%
2人 13 23.2%
3人 11 19.6%
4人 5 8.9%
5人 4 7.1%
6人 3 5.5%
7人 4 7.1%
8人 4 7.1%
9人 2 3.6%
12人 1 1.8%
14人 1 1.8%

育児参加状況
（複数回答）

食事の世話 32 57.1%
風呂入れ 22 39.3%
散歩 22 39.3%
保育園送迎 20 35.7%
病気時の世話 15 26.8%
健診時の付き添い 5 8.9%

住まい形態
一戸建て 54 96.4%
集合住宅 1 1.8%
その他 1 1.8%

祖父の就労状態
フルタイム 31 55.4%
フルタイム以外 25 44.6%

祖母の就労状態
フルタイム 20 35.7%
フルタイム以外 36 64.3%

あなた自身の健康
はい 44 78.6%
いいえ 12 21.4%
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表３　育児不安，地域愛着，目的指向性，自己責任性に関する保護者と祖父母の比較
人数 平均値 標準偏差 有意確率

育
児
不
安

子育ての負担感がありますか？
保護者 138 2.4 0.8

**
祖父母 56 2.0 0.7

子育てでどうして良いのかわからなくなることがありますか？
保護者 138 2.4 0.7

**
祖父母 56 2.0 0.6

子どもをうまく育てていけるか不安になりますか？
保護者 138 2.4 0.8

**
祖父母 56 1.9 0.6

自分の育て方が良いのかどうか不安になりますか？
保護者 138 2.6 0.7

**
祖父母 56 2.1 0.6

地
域
愛
着

今住んでいる地域が好きだ
保護者 138 3.0 0.7

**
祖父母 56 3.5 0.6

この地域のまとまりは良い方だ
保護者 137 2.9 0.6

**
祖父母 56 3.1 0.8

この地域のために何か役立ちたい
保護者 138 2.7 0.7

**
祖父母 56 3.1 0.7

今後もこの地域に住み続けたい
保護者 138 2.7 0.8

**
祖父母 56 3.4 0.7

今の生活に満足している
保護者 137 2.7 0.7

**
祖父母 56 3.3 0.8

この地域は生活の場としてどんどん良くなる
保護者 138 2.3 0.7

n.s
祖父母 56 2.4 0.8

この地域は子育ての環境としては良い方だ
保護者 136 2.8 0.8

*
祖父母 56 3.1 0.8

目
的
指
向
性

趣味や楽しみ , 好きでやることを持っている
保護者 138 2.8 1.0

**
祖父母 56 3.3 0.8

これからの人生に目的を持っている
保護者 137 2.9 0.8

n.s
祖父母 56 3.1 0.8

何か夢中になれることがある
保護者 138 2.8 0.9

*
祖父母 56 3.1 0.9

何か人のためになることをしたい
保護者 138 2.9 0.8

n.s
祖父母 56 2.9 0.8

自
己
責
任
性

人から指図されるより自分で判断して行動する方だ
保護者 138 2.9 0.8

*
祖父母 56 3.2 0.7

状況や他人の意見に流されない方だ
保護者 138 2.6 0.7

*
祖父母 56 2.9 0.7

自分の意見や行動には責任を持っている
保護者 138 3.0 0.6

*
祖父母 56 3.2 0.5

自分の考えに自信を持っている
保護者 138 2.7 0.7

**
祖父母 56 3.1 0.6

n.s 有意差なし，*p＜0.05，**p＜0.01

表４　ソーシャルサポートに関する保護者と祖父母の比較
人数 平均値 標準偏差 有意確率

家族ぐるみの付き合い人数
保護者 124 2.6 3.2

n.s
祖父母 56 3.1 3.5

留守にする時に頼める人数
保護者 121 0.7 1.1

**
祖父母 56 1.8 2.4

顔を合わせれば挨拶をする人数
保護者 107 12.8 16.5

n.s
祖父母 56 11.5 18.7

n.s 有意差なし，**p＜0.01

Presented by Medical*Online



　第75巻　第５号，2016 599　

しみを持つ」，「何か夢中になれることがある」という
項目は，祖父母は地域でできる趣味や楽しみを持つこ
とで「生きがい」につながっていると考える。しかも，
祖父母が「生きがい」を感じつつ，留守の際に頼める
人数が多いことで孫育てを気負わずにできていると推
察される。
地域への愛着形成には，居住年数よりも集団に対す

る肯定的な印象が大きな影響を与える19）。地域愛着が
保護者に比べ祖父母が強いのは，祖父母の方がA離
島に長く居住しているだけでなく，これまでの近所付
き合いから，孫育児や家族以外にご近所さんを育児の
相談相手とするなど，地域住民との交流が促進されて
いる結果と考える。
保護者の育児不安に関連する要因分析では，「核家

族」ということ，「趣味や楽しみ，好きでやることを持っ
ている」，「何か夢中になれることがある」という目的
指向性が低くなることで育児不安が強くなりやすい傾
向を示した。保護者の目的指向性の程度は，祖父母同
様「生きがい」の程度を反映していると推察され，保
護者が「生きがい」を自覚することで育児不安を低減

できることが示唆される。さらに先行研究では，育て
方への不安感の関連要因として夫のサポートがあるこ
と，育児書，子育て情報などの情報サポートが少ない
こと13）が挙げられていた。核家族で配偶者の協力が得
られない状況であれば，ますます育児不安が増強する
可能性がある。本研究では１歳６ゕ月児をもつ保護者
が対象であり，乳児期に比べ活動性が高くなり，自分
で食べるようになるため，保護者の負担感も強く育児
不安が表出しやすい時期と考えられる。１歳６ゕ月児
と３歳児の比較では，年齢によって母親のストレスの
強さがストレッサーによって異なり，共通しているの
は，母親の時間のなさに強いストレスを抱えているこ
とであった21）。１歳６ゕ月の時期には家族だけでなく，
地域を含めた外部からの支援が特に必要となる。
祖父母の育児不安に関連する要因分析では，関連要
因が特定されなかった。それは，孫育てに関する不安
が低いこと，祖父母の目的指向性および自己責任性の
精神的自立度が高いことが影響していた。
保護者は，家族ぐるみの付き合い人数，留守に頼め
る人数，顔を合わせれば挨拶する人数が多いほど，育

表５　ソーシャルサポートと地域愛着，育児不安，目的指向性，自己責任性の関係
育児不安 目的指向性 自己責任性 地域愛着

保護者
家族ぐるみの付き合い人数 － 0.212* 0.220* 0.127 0.221*
留守にする時に頼める人数 － 0.229* 0.188* 0.218* 0.333**
顔を合わせれば挨拶をする人数 － 0.153 0.228* 0.229* 0.205*

祖父母
家族ぐるみの付き合い人数 0.001 0.078 － 0.124 － 0.041
留守にする時に頼める人数 0.225 － 0.046 0.009 － 0.022
顔を合わせれば挨拶をする人数 0.016 － 0.072 － 0.060 － 0.080

*p＜0.05, **p＜0.01

表６　育児不安に関する関連要因
保護者 祖父母

変数 標準化係数 ｔ 有意確率 VIF 標準化係数 ｔ 有意確率 VIF
家族形態ダミー 0.32 3.10 ** 1.12 － 0.25 － 1.74 n.s 1.24
子ども・孫の数 0.02 0.28 n.s 1.10 0.35 2.32 * 1.31
父親・祖父の就業形態ダミー 0.41 1.43 n.s 1.05 0.22 1.37 n.s 1.48
母親・祖母の就業形態ダミー 0.13 1.30 n.s 1.06 － 0.24 － 1.44 n.s 1.63

ソーシャル      
サポート

家族ぐるみの付き合い人数 － 0.01 － 0.57 n.s 1.40 0.00 － 0.01 n.s 1.78
留守にする時に頼める人数 － 0.04 － 0.91 n.s 1.35 0.19 1.13 n.s 1.59
顔を合わせれば挨拶をする人数 0.00 0.14 n.s 1.21 － 0.03 － 0.21 n.s 1.30

精神的自立度
目的指向性 － 0.34 － 3.93 ** 1.51 － 0.06 － 0.37 n.s 1.38
自己責任性 － 0.09 － 0.93 n.s 1.32 － 0.16 － 0.99 n.s 1.53

地域愛着 － 0.07 － 0.68 n.s 1.23 － 0.18 － 1.24 n.s 1.22
家族形態（核家族=1，それ以外=0），父親・祖父の就業状態（フルタイム=1，それ以外=0），母親・祖母の就業状態（フルタイ
ム=1，それ以外=0）をダミー変数とした。
n.s 有意差なし，*p＜0.05，**p＜0.01
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児不安が低いという結果であった。言い換えれば，ソー
シャルサポートの規模が大きいほど育児不安が低減さ
れる。非親族ネットワークの規模が大きいほど育児不
安が低くなる先行研究と同様の結果を示した22）。一方，
祖父母についてはソーシャルサポートの規模との関連
はなかった。高齢者を対象とした調査では23），ソーシャ
ルサポートの規模が生活満足度，主観的健康度に影響
を及ぼしているとの本研究と異なる結果も見受けられ
る。その理由は，先行研究の対象者が平均年齢66.7歳
の在宅高齢者であるという属性の違いだけでなく20），
本研究では離島という規模の限られた範囲のソーシャ
ルサポートであることが挙げられる。
したがって，保護者にとってのソーシャルサポート

の規模は育児支援の可能性を示しており，育児不安の
指標となり得るが，祖父母にとってはソーシャルサ
ポートの規模による影響は地域特性で異なることが示
唆された。
本研究の限界としては，A離島に住む保護者とそ

の祖父母を対象としたが，保護者と別居している祖父
母の実態を十分に反映できていない点，保護者のうち
72％が地元出身者であるが，その特定を考慮していな
い点で限定的な判断に留まっている。今後の課題とし
ては，本研究結果をもとに面接調査を行い , 本研究結
果との統合を図ることで，離島地域におけるソーシャ
ルサポート拡大の可能性，世代間の交流機会を増やす
などの具体的な支援につなげていきたい。

Ⅴ．結　　　論

１歳６ゕ月健診児をもつ保護者は，ソーシャルサ
ポートの規模の影響を受けやすく，その規模が大きい
ほど育児不安は低減し地域愛着は高まることが示唆さ
れた。そして，保護者の育児不安を低減するためには，
地域の支援者が家族形態を考慮すること，核家族であ
れば周囲に相談しやすい人がいるかなどのソーシャル
サポートの把握を行い，保護者に応じた趣味や楽しみ
が持てるなどの目的指向性を高める支援の方向性が示
唆された。
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〔Summary〕
This study aimed to compare the factors affecting 

child-rearing in the parents and grandparents who had 

an 18-month-old child and lived on a remote island．We 

investigated child-rearing anxiety，community-based at-

tachment，psychological independence，and social sup-

port．We found that child-rearing anxiety was higher in 

the parents than in grandparents，in whom community-

based attachment and psychological independence were 

low．However，with diff erence from the grandparents，

the parents showed a higher level of dependence on the 

social support．Therefore，the results of this study sug-

gested that community-based attachment was a source 

of social support for the parents to reduce their child-

rearing anxiety．Furthermore，the child-rearing anxi-

ety in the parents was associated with a nuclear family 

and parents’hobbies．
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